
１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

件 件 件 件

備考

19,718
単位

18,831
単位

14,284
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 49.40 429,317 49.50 433,060 82.25 435,121 81.70 438,968

21,462
単位

19,718
単位

18,831
単位

件 件 件成
果
実
績

指
標
名

入電件数

目
標

17,665
単位

件

実
績

21,462
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-32 2 -1 0

0

-32 2 -1 0

2,626 2,739

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 2,750 2,742

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 2,891 2,915 2,788 2,864

事業費（支出済額） 18,350 18,520 33,000 33,000

償還金利子 0 0 0

141 173 162 125

令和3年度

支
出

21,209 21,437 35,787 35,864

21,241 21,435 35,788 35,864

一般財源 33,000　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

33,000

千円 県支出金 合計 0.30人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.30人工
33,000 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

委託料

根拠法令等

事業実施内容

○病気、症状と治療に関する相談　20,202件　○事故、けがと治療に関する相談　3,882件　○検査、健康診断に関する
相談　341件　○薬に関する相談　567件　○予防接種に関する相談　512件　○育児、しつけに関する相談　102件　○
栄養、食事に関する相談　102件　○介護に関する相談　192件　○母子健康に関する相談　67件　○メンタルヘルスに
関する相談　3,911件　○健康の保持増進に関する相談　178件　○健康保険、医療費に関する相談　50件　○医療機
関に関する相談　10,988件　○問い合わせ　181件　○その他　0件　○不明　0件　○年間合計相談件数　41,275件

千円

33,000　千円 24時間365日の電話健康相談等の実施

平成 22 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 003 説明 05会計 01 款 05 項 01

事務事業名 ふじさわ安心ダイヤル２４事業費 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 1

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

市民に安全、安心のサービスを提供するため、24時間365日、看護師、保健師及び医師などの専門職が、健康相談、
医療相談、介護相談、育児相談、メンタルヘルスの相談及び医療機関情報の提供等の無料電話相談を実施するもの。

課等の長 井上　裕通 電話 7164

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

1 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
施設の維持管理が目的の事務事業のため、指標を設定できない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 100.49 429,317 99.64 433,060 100.24 435,121 57.51 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

18,609 18,609 18,609 18,609

-2 0 0 0

0

18,607 18,609 18,609 19

175 183

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 183 183

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 192 195 186 191

事業費（支出済額） 24,345 24,345 24,823 25,037

償還金利子 0 0 0

9 12 11 8

令和3年度

支
出

43,144 43,149 43,618 25,247

24,537 24,540 25,009 25,228

一般財源 25,037　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

委託料 25,000　千円 建物総合管理委託

25,037

千円 県支出金 合計 0.02人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.02人工
25,037 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

役務費

根拠法令等

事業実施内容

日常清掃、定期清掃、設備保守、一般廃棄物処理、除草植栽管理、医療ガス保守点検、駐車場誘導整理業務、電気・
ガス・水道等公共料金の負担等の建物総合管理を実施した。

千円

37　千円 施設賠償責任保険

平成 6 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 004 説明 01会計 01 款 05 項 01

事務事業名 保健センター管理費 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 2

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

藤沢市北保健センターは、1994年に母子保健や健康づくり事業を行うことを目的に開設された。
藤沢市北保健センターの施設管理、設備保守及び来所者の施設賠償を担保し、安全で快適な環境を維持する。

課等の長 井上　裕通 電話 7164

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

2 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
災害発生時に必要な医薬品及び医薬用材料等を備蓄する事業であることから、平
時に効果を測定することが困難であるため。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 8.14 429,317 7.78 433,060 7.63 435,121 7.68 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

-22 2 -1 0

0

-22 2 -1 0

1,751 1,826

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 1,833 1,828

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 1,927 1,944 1,859 1,909

事業費（支出済額） 1,589 1,424 1,464 1,461

償還金利子 0 0 0

94 116 108 84

令和3年度

支
出

3,494 3,370 3,322 3,371

3,516 3,368 3,323 3,370

一般財源 1,461　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

1,461

千円 県支出金 合計 0.20人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.20人工
1,461 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

委託料

根拠法令等

事業実施内容

藤沢市薬剤師会に、災害用医薬品及び医薬用材料等の保管、維持管理を委託する。

千円

1,461　千円 災害用医薬品及び医薬品材料等の保管、維持管理

昭和 55 年度 終了（予定）年度

目 01 細目 008 説明 01会計 01 款 05 項 01

事務事業名 緊急用医薬品備蓄費 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 3

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

藤沢市地域防災計画に基づく、災害用医薬品及び医薬用材料等を確保し、災害に備えるもの。

課等の長 井上　裕通 電話 7164

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

3 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

回

備考

単位 単位
861,722

単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 0.00 429,317 0.00 433,060 0.00 435,121 4742.59 438,968
単位 単位

1,181,106
単位

回成
果
実
績

指
標
名

接種回数

目
標

単位

実
績

単位

0

0

0

8,300

0 0 0 8,300

25,105

②会計年度任用職員の報酬等 5,307

①常時勤務職員等の給与等

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 0 0 0 31,561

事業費（支出済額） 2,041,986

償還金利子

1,149

令和3年度

支
出

0 0 0 2,081,847

0 0 0 2,073,547

一般財源

会計年度任用職員(配置数) 2.20人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

2,041,986

千円 県支出金 合計 2.75人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 2.75人工
2,041,986 国庫支出金 2,041,986　千円 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

委託料

根拠法令等 法律等 予防接種法

事業実施内容

新型コロナワクチン接種費支払い総数　774,289回
個別の接種実施医療機関数　　　　259カ所
集団接種会場数　　　　　　　　　　　15会場
職域接種実施数　　　　　　　　　　　12カ所

千円

2,041,986　千円 接種料

令和 2 年度 終了（予定）年度

目 02 細目 002 説明 01会計 01 款 05 項 01

事務事業名 新型コロナウイルスワクチン接種費（繰越分） 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 5

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 法定受託事務

事業概要

市民の生命、健康を守るため、予防接種法の規定による厚生労働大臣指示に基づき、新型コロナウイルスワクチン接
種を実施。実施にあたっては、全国知事会と日本医師会による集合契約に市及び接種実施機関がそれぞれ契約の締
結に関する委任を行うことで参加し、接種実施に応じた接種費用を委託料として支払う。

課等の長 井上　裕通 電話 7230

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

5 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
施設の維持管理が目的の事業のため、指標を設定できない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 356.98 429,317 400.62 433,060 400.16 435,121 383.56 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0 0 0

0 0 0 0

30,235 30,235 30,235 30,235

-343 28 -13 -1,446

0

29,892 30,263 30,222 -1,415

30,181 38,004

②会計年度任用職員の報酬等 0 0 0 0

①常時勤務職員等の給与等 29,151 29,068

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 30,643 30,905 31,902 39,133

事業費（支出済額） 92,722 112,324 111,994 130,653

償還金利子 0 0 0

1,492 1,837 1,721 1,128

令和3年度

支
出

153,257 173,492 174,118 168,370

123,365 143,229 143,896 169,786

一般財源 129,362　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

役務費 1,801　千円 手数料　他

130,653 委託料 53,609　千円 建物総合管理委託　他

千円 県支出金 869　千円 合計 5.10人工
その他 （光熱費、コピー代） 422　千円 ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 4.70人工
130,653 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.40人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

需用費

根拠法令等

事業実施内容

日常清掃、定期清掃、設備保守、一般廃棄物処理、除草植栽管理、電気・ガス・水道等公共料金の負担等の建物総合
管理を実施した。
施設や設備の修繕を実施した。
保健所・保健センター業務情報システムを運営管理した。

千円 使用料及び賃貸料 33,596　千円 保健所・保健センター業務情報システム賃借料　他

その他 11,694　千円
備品購入費、負担金補助及び交付金、補償補填及び賠
償金、公課費

29,953　千円 光熱水費電気代　他

平成 18 年度 終了（予定）年度

目 05 細目 001 説明 02会計 01 款 05 項 01

事務事業名 保健所運営管理費 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 7

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

藤沢市保健所・南保健センターは、2006年に保健所業務が県から市へ移管され、開設した。
藤沢市保健所・南保健センターの施設管理、設備保守及び来所者の施設賠償を担保し、安全で快適な環境を維持す
る。
保健所・保健センター業務情報システムの運営管理を行う。

課等の長 井上　裕通 電話 7164

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

7 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか



１．事業概要

２．歳出支出済額及び財源内訳

事業費節別財源内訳

４．コスト分析

行政費用 A

(1)現金を伴う支出　　 （千円）

(2)現金を伴わない支出 （千円）

①減価償却費

②退職給与引当金繰入額

③不納欠損額

④その他 ( )

※1 事業費（支出済額）・・・令和元年度以前の事業費は、支出済額から非常勤報酬額（「②会計年度任用職員の報酬等」欄の数値）を除いた額
※2 常時勤務職員等の給与等・・・任用形態別の平均給与に人工数を乗じ算出
※3 会計年度任用職員の報酬等・・・令和元年度以前の数値は、非常勤職員報酬額を示すもの
※4 退職金相当額・・・年度内に発生した退職金総額を年度当初一般職員数で除し、事業に従事する一般職員数を乗じたもの

上記指標名の設定ができない理由
情報ネットワークの無線化工事が目的の事業のため、指標を設定できない。

-
単位

-
単位

-
単位

市民１人あたりの負担額  A/人口　（円） 16.12 438,968

-
単位

-
単位

-
単位

成
果
実
績

指
標
名

-

目
標

-
単位

実
績

-
単位

0

0

0

0

0 0 0 0

1,643

②会計年度任用職員の報酬等 0

①常時勤務職員等の給与等

③退職金相当額

0

人件費合計（①＋②＋③） 0 0 0 1,718

事業費（支出済額） 5,356

償還金利子

75

令和3年度

支
出

0 0 0 7,074

0 0 0 7,074

一般財源 5,356　千円

会計年度任用職員(配置数) 0.00人

コ
ス
ト

　年　度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財
源
内
訳

R3年度
支出済額

費　　目 支出済額　（千円） ３．事務事業に関わる職員数（任用形態別）
分担金・負担金 令和3年度

5,356

千円 県支出金 合計 0.18人工
その他 （　　　　　　　　　　　） ※再任用・任期付（フルタイム勤務）を含み、会計年度

（フルタイム勤務）を除く

常時勤務職員※ 0.18人工
5,356 国庫支出金 短時間勤務職員（再任用・任期） 0.00人工

使用料・手数料

歳
　
　
　
出

R3年度
支出済額

事業費節別内訳

費　　目 支出済額　（千円） 主な内容

委託料

根拠法令等

事業実施内容

新型コロナウイルス感染症を含めた感染症対策として、職員の分散勤務を行うため、また、災害時の医療救護対策等
の適切な業務執行体制を確保するため、保健所及び南保健センターにおいて情報ネットワークを無線化工事を実施し
た。

千円

5,356　千円 情報ネットワーク無線化工事

令和 2 年度 終了（予定）年度

目 05 細目 001 説明 02会計 01 款 05 項 01

事務事業名 保健所運営管理費（繰越分） 担
当
課

部課名 健康医療部地域保健課

予算科目コード

藤沢市　令和４年度事務事業評価シート簡易版（令和３年度分） No. 8

対象 １．個人 市民 438,968 人

未定 年度 事業の性質 任意自治事務

事業概要

新型コロナウイルス感染症を含めた感染症対策として、職員の分散勤務を行うため、また、災害時の医療救護対策等
の適切な業務執行体制を確保するため、保健所及び南保健センターにおいて情報ネットワークを無線化するもの。

課等の長 井上　裕通 電話 7164

事業開始年度



　

５．事務事業の評価と今後の方針

６．部長確認欄

8 - 2

部名 健康医療部 氏名 齋藤　直昭 確認日 2022/9/2

事業の方向性 　現状維持

今
後
の

方
針

公
平
性

事務事業の公平性は高いか 高

そ
の
他

上記評価の視点以外に、特記すべき内容 無

高

効
率
性

事務事業の実施にあたり、効率性は高いか 高

評
価

評価の視点と具体的内容

必
要
性

藤沢市がこの事務事業に対し支出する必要性は高いか 高

有
効
性

事務事業の実施手法の有効性は高いか


